
ナノ空間に局在した光の力学的作用
田中 嘉人  研究員

北海道大学  電子科学研究所

お問い合わせ先：　若手グローバル研究リーダー育成拠点　居波 渉　内線 1371
dwinami@ipc.shizuoka.ac.jp

第28回 GRL浜松セミナー

　光の運動量変化に伴う力学的作用（放射圧）を利用した、集光レーザ―ビームによる光トラッ
ピングは、微小物質の非破壊・非接触捕捉法として、ライフサイエンスやマイクロマシニング等、
様々な分野に応用されてきた。一方、金属ナノ粒子に光を照射すると、局在プラズモン共鳴によ
り回折限界を越えるナノ空間に高強度の光を閉じ込めることができることから、プラズモン局在
場では集光レーザーよりも遥かに大きい放射圧が微粒子に働くと期待される。このプラズモン
放射圧に関する理論的研究は10年以上前から議論されているものの、実験的証明や光捕捉
への応用は2008年になってようやく最初の論文が報告された若い研究である。本セミナーで
は、これまでに取組んで来たプラズモン放射圧の応用研究についていくつか紹介する。
　例えば図１で示すように、銀ナノ粒子分散液に直線偏光と円偏光のプラズモン励起光を照射
することにより、形成する銀ナノ粒子凝集体の構造を制御することができる。また、図2で示すよ
うに金ナノブロックペアのパターン（(b)矢印）に光を照射することにより、そのパターン通りに微
粒子を捕捉することができる。本講演では、例で示したような研究についての詳細を実験手法
も含め発表する。
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図１ 銀ナノ粒子凝集構造制御

(b)光照射前

(c)光照射後
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図2 微粒子パターニング
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